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水田の暗渠吸水管近傍における排水の滞留の実態 

Drainage water congestion around the drainpipe of subsurface drainage system for paddy fields
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１.背景及び目的

水田の排水性改善のための基本設備である暗渠は、吸水管の諸元や性能だけではな

く、その周囲に充填される疎水材の種類や状態、さらにその上部の土層条件、補助暗渠

の施工頻度などによりその機能が大きく左右される。このような暗渠の排水機能を定

量的に診断する方法として、吉田ら（2021）は、暗渠排水量の測定と吸水管上部の疎水

材層や土層の圧力分布の計測を組み合わせた方法を提案した。一方で、機能低下の主

要な原因は、同一あるいは近傍の圃場でも場所により不均一であることが明らかにさ

れた。そのため、圧力分布の計測をどのくらいの密度で行えば、圃場内各所での機能低

下の主要要因を把握することができるかを明らかにすることが必要とされた。 

本研究では、通水不良原因のうち、特に吸水管への浸入部分が問題となっている個

所を対象に、多数のテンシオメータを吸水管に接する位置に埋設することにより、吸

水管外周部の圧力水頭を計測し、その変動幅を明らかにすることを目的とした。 

２.方法

新潟県上越市三和区のエダマメが作付けされ

た全層粘土質の水田転換畑（圃場①）を分析対象

とし、福岡県宗像市のダイズが作付けられた下層

が砂質の水田転換畑（圃場②）を排水良好な比較

対照圃場とした。圃場①は、8.4m 間隔の暗渠（疎

水材はもみがら；吸水管は素焼き管）が調査の 12 

年前に施工されており 2年前には 2m間隔のもみ

殻補助暗渠、調査年度（2022 年度）にはサブソイ

ラの施工が行われている。暗渠の出口は集水渠に

より一か所にまとめられており、その流量を電磁

流量計で観測している。圃場②は、6.5m 間隔の

暗渠（疎水材は砕石；吸水管はポリエチレン管）が施工されている。それぞれが直接排

水路に出るようになっている。また、水路の水位は、水稲作や排水河川の潮位変動との

関係で、夏期には暗渠の深さより周期的に高くなる。圃場①については、用水路側の吸

水渠直上部を 1 か所選び、吸水渠の管まで届く長いテンシオメータを、約 10cm 間隔で

6 本、吸水管に当たる状態で埋設し、データロガーを用いて吸水管外側の圧力水頭を連

続観測した（Fig.1）。圃場②については、用水路側の吸水渠直上を掘削し、吸水管付近

Fig.1 吸水管直上部への連続的なテン

シオメータの設置（圃場①）
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の砕石層に圧力セン

サを埋設した。また、

どちらの圃場も排水

路 の 水 位 を 計 測 し

た。 

３.結果および考察 

Fig.2 に圃場 1 にお

ける干天後の降雨時

の水圧変化の様子を

示 し た 。 総 降 雨 量

63.5 ㎜の雨の後は、

排水路の水位が一時

的 に 上 昇 し た も の

の、数時間で解消し、暗

渠排水を長時間妨げる

ものではなかった。しかし、吸水管外側の

圧力は、40cm から 60 ㎝に上昇したままな

かなか下がらず、また、このような大きな

正 圧 部 分 が 管 の 外 側 に 生 じ て い る

（Fig.3）にも関わらず、暗渠の排水量は

すぐに 1mm/h 以下に低下した。吸水管外

側の圧力水頭は、約 20cm の幅をもつもの

の、いずれの観測点でも 40cm 以上の大き

な値となっており、吸水管への流入抵抗

が、この周囲の排水不良に大きく影響し

ていると考えられた。 

圃場②においては、排水路水位の

上下に対して吸水管外側の水位が

非常に速やかに追従して上下して

おり、降雨時には、一時的に上昇し

た吸水管外側の水圧が半日で消失

している（Fig.4）。吸水渠への浸入

抵抗は、吸水管と疎水材の組み合わ

せや、疎水材の劣化などにより重要

性が大きく異なる課題であること

が示された。 
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Fig.2 圃場①における吸水管外周部の圧力水頭の増大と暗渠排水量の

観測値（2022.8.13~15）*凡例の cm は、吸水管に沿った距離を示す。  

Fig.3 圃場①における降雨後の暗渠排水時の吸水

管直上の水頭分布  

Fig.4 圃場②における吸水管外側の全水頭と排水

路水位の関係（全水頭の基準は、排水路の水位計） 
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